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住
宅
建
築
の
地
盤
調
査
で
最
も
普
及

し
て
い
る
の
が
ス
ク
リ
ュ
ー
ウ
エ
イ
ト

貫
入
試
験
（
旧
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
、
以
下
「
Ｓ
Ｓ
試
験
」

と
呼
ぶ
）
で
す
が
、
基
礎
の
種
別
、
形
状
、

支
持
深
度
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｓ
Ｓ
試

験
は
行
っ
た
も
の
の
、
報
告
書
が
読
め
な

い
建
築
士
さ
ん
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
に
は
住
宅
な
ど
の
小
規
模
建
築
物

で
は
地
盤
や
基
礎
に
関
す
る
専
門
知
識

を
持
つ
構
造
系
技
術
者
が
関
与
し
な
い

こ
と
が
一
因
に
思
え
ま
す
。 

「
地
盤
調
査
を
行
っ
た
・
・
・
イ
コ
ー
ル

地
盤
、
基
礎
の
安
全
性
確
保
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

地
盤
調
査
結
果
を
適
切
に
判
断
、
設
計
に

反
映
し
て
初
め
て
「
地
盤
、
基
礎
の
安
全

性
の
確
保
」
に
な
り
ま
す
。 

 

調
査
作
業
か
ら
報
告
書
の
デ
ー
タ
判

断
ま
で
、
安
易
に
扱
う
と
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
ト
ラ
ブ
ル
も
招
き
か
ね
ま
せ
ん

の
で
、
素
人
・
消
費
者
に
も
分
か
り
や
す

い
よ
う
Ｓ
Ｓ
試
験
結
果
表
の
読
み
取
り

方
を
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

図
１
は
手
動
式
Ｓ
Ｓ
試
験
機
器
で
す
。

最
近
は
自
動
式
機
械
で
行
う
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
原
理
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
手
動
式
で
説
明
し
ま
す
。 

先
端
に
ス
ク
リ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
地
層

掘
削
用
の
キ
リ
）
を
付
け
た
ロ
ッ
ド
（
鉄

棒
）
に
オ
モ
リ
に
よ
る
荷
重
を
掛
け
、
地

中
に
貫
入
、
土
の
硬
軟
、
締
ま
り
具
合
、 

土
質
層
の
構
成
を
調
べ
ま
す
。 

オ
モ
リ
は
最
大
100

kg
（
1.0

kN
）
で
、
オ

モ
リ
の
み
で
機
器
が
沈
下
す
れ
ば
軟
弱

な
「
自
沈
層
」
、
オ
モ
リ
だ
け
で
は
沈
下 

し
な
い
場
合
、
上
部
の
ハ
ン
ド
ル
を
回
し 

 

貫
入
さ
せ
ま
す
が
、
そ
の
時
の
ハ
ン
ド
ル

の
半
回
転
数
（
180
度
を
１
カ
ウ
ン
ト
）
を

記
録
し
ま
す
。
当
然
、
半
回
転
数
が
多
い

ほ
ど
硬
い
地
層
と
言
え
ま
す
。 

こ
の
「
自
沈
層
」
や
「
半
回
転
数
」
は
孔

口
（
計
測
点
の
地
盤
面
）
よ
り
ロ
ッ
ド
側

面
に
刻
ま
れ
た
25

cm

間
隔
の
目
盛
ご
と

に
記
録
し
、
概
ね
10

m
程
度
ま
で
地
層
の

調
査
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
深
い
調
査
も

可
能
で
す
が
、
誤
差
が
大
き
く
な
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
10

m 

を
超
え
る
調
査
が

必
要
な
場
合
は
別
の
方
法
を
選
択
し
た

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

本
題
に
入
る
前
に
Ｓ
Ｓ
試
験
の
特
長

も
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。 
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長 

所 
ａ 

調
査
費
用
が
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や 

載
荷
試
験
に
比
べ
極
め
て
安
価 

ｂ 

短
時
間
で
調
査
可
能
。 

ｃ 

狭
小
地
、
傾
斜
地
で
も
調
査
が
容
易 

ｄ 

調
査
地
点
を
数
多
く
取
れ
る
た
め

地
層
の
変
化
を
捉
え
や
す
い
。 

 

短 

所 

ｅ 

地
盤
の
支
持
力
（
硬
さ
）
を
測
る
も

の
で
地
盤
の
許
容
応
力
度
（
地
耐

力
）
を
求
め
る
た
め
に
必
要
な
〝
沈

下
特
性
〟
が
計
測
で
き
な
い
。 

※ 

同
じ
硬
さ
の
値
（
Ｎ
値
）
で
も
粘

土
質
と
砂
質
土
で
は
耐
力
、
沈
下

な
ど
の
特
性
が
異
な
る
。 

ｆ 

土
質
資
料
の
採
取
が
で
き
な
い
た

め
、
概
略
の
土
質
判
定
と
な
る
。 

ｇ 
 

軟
弱
地
盤
が
対
象
、
硬
い
地
盤
に
は

不
向
き
。 

ｈ 

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
に
比
べ
高

め
の
支
持
力
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。 

ｉ 

地
中
障
害
物
（
石
や
埋
設
物
）
に
当

た
る
と
、
そ
れ
以
深
の
調
査
が
で
き

な
い
。
「
貫
入
不
能
」
と
さ
れ
た
地

層
が
地
中
障
害
物
な
の
か
？ 

そ

れ
以
深
に
軟
弱
層
が
存
在
し
な
い

の
か
？ 

不
明
。 

                  

図２ ＳＳ試験結果表 
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図
２
は
、
敷
地
に
複
数
ヶ
所
調
査
し
た

う
ち
の
「
Ｓ
Ｓ
試
験
結
果
表
」
を
抜
粋
、

説
明
順
に
○
の
番
号
を
振
り
、
コ
メ
ン
ト

を
朱
記
や
青
で
加
筆
し
た
も
の
で
す
。 

先
ず
は
用
語
の
意
味
か
ら 

① 

BM
：「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
ま
た
は

KBM
（
仮

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
）
と
表
現
。 

建
築
物
、
構
造
物
な
ど
の
位
置
や
高

さ
な
ど
の
水
準
点
ま
た
は
基
準
点
を

示
し
ま
す
が
、
こ
の
説
明
に
あ
っ
て

は
「
基
準
標
高
」
を
扱
い
ま
す
。 

敷
地
内
ま
た
は
そ
の
近
辺
で
、
通
常

で
は
動
か
な
い
地
点
（
マ
ン
ホ
ー
ル

や
境
界
杭
の
位
置
・
天
端
な
ど
で
海

抜
表
示
も
あ
る
）
と
し
、
道
路
な
ど

に
金
属
鋲
を
打
ち
込
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

② 

孔
口
：
調
査
地
点(

計
測
点
）
の
地
盤

面
（
表
土
面
）
の
こ
と
。 

結
果
表
の
表
題
下
部
（
朱
記
太
線
）
。

そ
れ
よ
り
下
に
調
査
結
果
を
記
録
。

BM
と
の
高
低
差
を
把
握
し
ま
す
。 

こ
の
例
で
は
孔
口
標
高
が
「K

B
M

＋

0
.3

9
m

」
と
あ
る
た
め
、
表
の
左
に

「K
B

M
±

0
 

」
レ
ベ
ル
を
朱
記
加
筆

し
ま
し
た
。 

※ 

地
盤
調
査
デ
ー
タ
を
読
む
際
に
は
各

調
査
結
果
表
の
全
て
に
、
こ
の
よ
う
な

BM(

KBM)

と
孔
口
の
高
低
差
を
加
筆
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。 

③ 

荷
重
：
載
荷
し
た
オ
モ
リ
の
重
量
で 

 
 
 

25

kg×

3
枚
、
10

kg×

2
枚
＋
ク
ラ

ン
プ
5

kg
を
状
況
に
応
じ
組
合
せ
ま

す
が
50

kg(

0.50
kN)

、
75

kg (

0.75

kN)

、

100

kg
（
1.0

kN
）
の
３
種
類
の
表
示
を

多
く
見
掛
け
ま
す
。 

④ 

半
回
転
数
：
荷
重
を
か
け
た
だ
け
で
ロ

ッ
ド
の
沈
下
が
止
ま
っ
た
場
合
、
ハ

ン
ド
ル
を
回
し
ス
ク
リ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
回
転
、
ロ
ッ
ド
側
面
に
目
盛
ら

れ
て
い
る
25

cm
ご
と
の
線
ま
で
沈
下

す
る
の
に
要
し
た
ハ
ン
ド
ル
の
半
回

転
数
（
180
度
を
１
回
、
１
回
転
す
れ

ば
「
２
回
」
と
な
る
）
を
記
録
。 

 

⑤ 

貫
入
深
さ
：
孔
口
よ
り
25

cm
ご
と
の

合
計
深
度
。 

⑥ 

貫
入
量
：
孔
口
よ
り
25

cm
刻
み
で
最

下
段
は
25

cm
未
満
で
も
貫
入
不
能

レ
ベ
ル
ま
で
の
深
さ
。 

⑦ 

荷
重
：
③
列
の
転
写
、
1.0

kN
未
満
の

自
沈
層
は
空
白
に
な
る
。 

⑧ 

貫
入
量
1

m
当
た
り
の
半
回
転
数
：

④
列
が
25

cm
ご
と
の
値
な
の
で
1.0

ｍ
に
置
換
（
４
倍
）
し
た
値
。 

⑦
列
か
ら
⑧
列
は
着
色
さ
れ
た
棒
グ
ラ

フ
で
、
棒
グ
ラ
フ
が
右
方
向
に
向
か
う
ほ

ど
支
持
力
が
大
き
い
。 

棒
グ
ラ
フ
が
⑦
列
枠
の
範
囲
の
地
層
は

「
自
沈
層
」
（
④
列
が
〝
０
〟
）
、
棒
グ

ラ
フ
が
⑧
列
方
向
に
振
れ
て
い
る
場
合

は
100

kg
（
1.0

kN
）
の
オ
モ
リ
で
ス
ク
リ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
回
転
さ
せ
貫
入
し
た

地
層
。 

表
の
右
側
、
換
算
Ｎ
値
や
許
容
支
持
力

が
本
来
肝
心
で
す
が
、
地
盤
工
学
会
や
国

土
交
通
省
告
示
な
ど
に
算
定
公
式
が
示

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
専
門
的
判
断
が
必

要
な
た
め
、
こ
こ
で
は
「
大
き
い
数
値
ほ

ど
硬
い
層
」
と
だ
け
覚
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

次
に
こ
の
「
Ｓ
Ｓ
試
験
結
果
表
」
で
注

意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。 

⑧
列
の
上
部
、
逆
Ｔ
字
型
布
基
礎
を
描
き

ま
し
た
が
、
布
基
礎
の
底
盤
は
孔
口
か
ら

貫
入
深
さ
0.50

m
（
⑤
列
）
と
仮
定
し
ま
し

た
。 

こ
れ
は
許
容
支
持
力
（
⑨
列
）
に
よ
れ
ば

1
2
0
k
N

/ m
2

以
上
の
層
厚
が
0.50

m
（
孔
口

よ
り
0.5

m
か
ら
1.0

m
迄
）
、
直
下
25

cm
の

層
も1

0
4
.2

k
N

/m
2

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
布
基
礎
の
直
下
に
支
持
力
の
あ

る
層
が
0.75
ｍ
（
孔
口
よ
り
0.5

m
～
1.25

m
）

あ
り
、
２
階
建
て
木
造
住
宅
程
度
で
は
基

礎
を
含
め
て
も
重
量
は1

0
k
N

/m
2

程
度
な

の
で
十
分
な
支
持
力
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
技
術
規
準
た
る
国
土
交
通

省
告
示
第
1113
号 

第
2
に
「
（
Ｓ
Ｓ
試
験

結
果
を
採
用
す
る
場
合
）
基
礎
の
底
部
か

ら
下
方
2

m

以
内
の
距
離
に
あ
る
地
盤

に
（
中
略
）
1

kN
以
下
で
自
沈
す
る
層
が

存
在
す
る
場
合
（
中
略
）
建
物
の
自
重
に

よ
る
沈
下
そ
の
他
の
地
盤
の
変
形
を
考
慮

し
て
建
築
物
又
は
建
築
物
の
部
分
に
有
害

な
損
傷
、
変
形
及
び
沈
下
が
生
じ
な
い
こ

と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の

規
定
が
あ
り
ま
す
。 

本
例
で
は
⑩
の
範
囲
と
し
た
貫
入
深
さ

1.25

m
～
2.50

m
（
⑤
列
）
が
こ
れ
に
該
当

し
ま
す
。 

告
示
に
則
れ
ば
「
有
害
な
損
傷
、
変
形
及

び
沈
下
が
生
じ
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
」

必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

も
う
一
つ
注
視
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
は
地
下
水
位
がG

L

―2
.2

5
m

（
⑪
部

分
）
と
さ
れ
、
貫
入
深
さ
3.25
ｍ
ま
で
は
自

沈
層
か
つ
土
質
名
も
「
粘
性
土
」
（
⑫
部

分
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

含
水
率
の
高
い
粘
土
層
に
建
物
等
の
重

量
が
作
用
す
る
と
、
豆
腐
に
重
し
を
載
せ

た
時
、
や
が
て
水
分
が
抜
け
、
固
く
小
さ

く
な
る
よ
う
な
現
象
（
圧
密
沈
下
）
を
考

慮
す
る
必
要
も
あ
り
そ
う
で
す
。 
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こ
の
報
告
書
の
考
察
・
結
論
に
は
「
布

基
礎
ま
た
は
ベ
タ
基
礎
で
安
全
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
し
、
個
人
的
に
も
木
造
２

階
建
て
住
宅
程
度
の
軽
量
な
構
造
物
で

基
礎
底
盤
直
下
75

cm
は
良
好
な
地
層
、
そ

れ
以
深
へ
の
影
響
は
限
定
的
と
も
思
え

ま
す
の
で
「
直
接
基
礎
で
問
題
な
い
」
と

言
い
た
い
の
で
す
が
「
建
築
物
の
安
全
性
」

と
は
、
個
人
的
な
見
解
、
変
形
や
沈
下
の

現
実
で
は
な
く
「
大
地
震
に
遭
遇
し
た
の

に
壊
れ
な
か
っ
た
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

〝
法
律
上
の
安
全
〟
で
あ
っ
て
、
有
資
格

者
の
職
責
は
〝
法
律
や
技
術
規
準
の
遵
守

〟
で
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
則
っ
た
論
拠
、

根
拠
を
示
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
将
来
、

何
ら
か
の
不
具
合
や
被
害
が
生
じ
た
場

合
、
「
想
定
外
の
大
地
震
災
害
だ
っ
た
」

な
ど
の
言
い
訳
は
通
用
せ
ず
、
地
盤
調
査

会
社
に
責
任
転
嫁
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。 

こ
う
し
ま
す
と
、
別
の
工
法
が
視
野
に

な
り
ま
す
。 

そ
の
工
法
と
し
て

K
B

M

―4
.5

3
m

を
支

持
層
と
す
る
杭
基
礎
や
柱
状
改
良
基
礎

が
選
択
肢
に
な
り
そ
う
で
す
。 

し
か
し
そ
の
場
合
、
建
築
主
に
と
っ
て
想

定
外
の
追
加
費
用
負
担
と
な
り
、
難
色
や

抵
抗
だ
け
な
ら
良
い
の
で
す
が
、
別
の
建

築
士
さ
ん
か
ら
「
過
剰
設
計
」
な
ど
の
横

槍
が
入
り
「
出
来
な
い
な
ら
、
他
の
建
築

士
に
依
頼
す
る
」
と
い
う
話
の
流
れ
も
現

実
。
技
術
規
準
に
不
適
合
を
承
知
ま
た
は

疎
い
建
築
士
さ
ん
な
ど
は
喜
ん
で
担
当

し
て
く
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
れ
は
専
門
家
た
る
建
築
士
側

が
依
頼
者
所
有
の
土
地
に
潜
在
す
る
リ

ス
ク
を
将
来
に
渡
り
負
い
、
消
費
者
側
も

リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 

図
３
は
、
山
地
の
南
斜
面
に
あ
る
敷
地

で
地
盤
調
査
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
調

査
位
置
図
で
す
。
図
面
下
部
に
表
示
さ
れ

た
「B

M
±

0 
鋲
天
端
」
を
基
準
標
高
と

し
た
時
の
表
土
面
（
地
盤
面
）
の
高
低
差

（
青
字
で
説
明
用
に
拡
大
転
写
）
に
加
え
、

図
２
の
欄
外
メ
モ
の
よ
う
に
BM

と
孔
口

の
関
係
か
ら
単
純
計
算
で
支
持
層
の
高
低

差
を
朱
記
・
加
筆
し
た
も
の
で
す
。 

こ
の
作
業
に
よ
り
敷
地
全
体
の
表
土
面

と
支
持
層
レ
ベ
ル
、
調
査
地
点
相
互
の
関

連
性
が
一
目
瞭
然
と
な
り
ま
す
。 

考
察
す
る
と
、
計
画
建
物
位
置
の
４
隅

と
中
央
、
合
計
５
ケ
所
の
Ｓ
Ｓ
試
験
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

当
該
敷
地
は
山
地
の
南
斜
面
と
い
う
地

形
を
反
映
、
表
土
面
、
支
持
層
と
も
北
側

よ
り
南
方
向
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。 

や
や
気
に
な
る
の
は
表
土
面
の
傾
斜
（
青

の
矢
印
）
と
支
持
層
の
傾
斜
（
赤
の
矢
印
）

が
逆
勾
配
に
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
表
土
面
は
ど
う
あ
れ
、
支
持
層

は
最
も
浅
い
③
測
点
・B

M

―3
,8

5
0

か
ら

最
も
深
い
②
測
点
・B

M

―4
,1

0
0

ま
で
、

高
低
差
は
わ
ず
か
250

mm
で
す
。
こ
の
程
度

の
敷
地
規
模
な
ら
ば
問
題
に
な
ら
ず
、
デ

ー
タ
の
信
憑
性
も
高
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
作
業
を
経
た
後
、
意
匠
設
計
者 

 

が
設
計
GL
を
決
定
す
れ
ば
、
構
造
や
基
礎 

の
専
門
家
が
土
質
や
建
物
形
態
を
総
合

的
に
判
断
、
基
礎
の
選
定
が
で
き
ま
す
。 

  

冒
頭
「
地
盤
調
査
報
告
書
が
読
め
な
い

建
築
士
さ
ん
が
多
い
」
と
申
し
ま
し
た
。

以
下
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
は
、
住
宅
の
設
計

の
際
、
消
費
者
が
直
接
や
り
取
り
す
る
意

匠
系
建
築
士
さ
ん
の
技
術
力
、
業
務
に
取

り
組
む
姿
勢
を
推
し
量
れ
る
と
思
い
ま

す
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

  

 

図３ 敷地表土面と支持層の高低差 
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● 

敷
地
測
量
図
と
地
盤
調
査
報
告
書
の

BM
ま
た
は

KBM
の
位
置
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、

両
者
の
高
低
差
が
測
量
さ
れ
て
な
い
。 

よ
く
見
か
け
る
ケ
ー
ス
で
両
デ
ー
タ

の
関
連
性
が
不
明
、
別
物
件
の
よ
う
。

原
因
は
現
地
を
把
握
せ
ず
に
測
量
業

者
、
地
盤
調
査
業
者
に
漠
然
と
発
注

し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
地
盤
調
査

の
目
的
を
理
解
せ
ず
、
何
よ
り
請
け

た
業
務
へ
の
取
り
組
む
姿
勢
が
透
け

て
見
え
ま
す
。 

設
計
か
ら
建
物
の
完
成
、
引
渡
し
ま

で
、
関
係
者
の
業
務
を
簡
潔
か
つ
間

違
い
を
防
ご
う
と
す
る
な
ら
ば
、
冒

頭
か
ら
BM
（

KBM
）
を
一
貫
し
て
同
位

置
に
設
定
、
指
示
す
る
は
ず
で
す
。 

● 

複
数
ヶ
所
調
査
し
な
が
ら
、
各
測
点
の

孔
口
標
高
が
記
載
さ
れ
て
な
い
。 

敷
地
は
平
坦
で
な
く
周
辺
地
形
と
同

じ
方
向
に
傾
斜
、
報
告
書
の
添
付
画

像
で
は
、
計
画
建
物
内
だ
け
で
１
ｍ

を
超
え
る
高
低
差
が
あ
る
よ
う
見
え

た
。
BM
は
前
面
道
路
の
マ
ン
ホ
ー
ル

直
上
と
図
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

付
近
に
マ
ン
ホ
ー
ル
は
な
い
。 

「
現
場
と
報
告
書
内
容
が
不
整
合
」
と

指
摘
、
修
正
資
料
を
受
け
、
本
書
、

図
２
と
図
３
で
示
し
た
作
業
を
す
る

と
、
表
土
面
と
支
持
層
が
極
端
な
逆

勾
配
に
な
る
。 

別
の
地
盤
調
査
会
社
に
再
調
査
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
表
土
面
と
支
持
層
の
傾

斜
は
ほ
ぼ
同
一
方
向
と
判
明
。 

当
初
の
調
査
会
社
（
大
手
・
有
名
な

地
盤
調
査
会
社
）
曰
く
、
「
ア
ル
バ

イ
ト
に
任
せ
責
任
者
が
現
地
を
把
握

し
て
な
い
。
高
低
差
測
量
は
行
っ
て

な
い
」
と
の
言
い
訳
。 

「
ゴ
ミ
に
も
劣
る
調
査
報
告
書
」
と
突

き
返
し
た
が
、
地
盤
調
査
を
発
注
し

た
の
は
従
業
員
を
抱
え
公
共
工
事
の

設
計
を
数
多
く
手
が
け
る
有
名
な
建

築
設
計
事
務
所
。
報
告
書
の
不
備
を

文
書
で
指
摘
し
た
が
的
外
れ
で
ト
ン

チ
ン
カ
ン
な
回
答
を
繰
り
返
す
。 

完
成
・
引
渡
し
直
前
に
基
礎
が
割
れ
、

不
等
沈
下
が
発
覚
し
た
案
件
。 

● 

地
盤
調
査
報
告
書
の
画
像
と
現
況
が

異
な
る
。
報
告
以
降
に
〝
盛
り
土
〟
し

て
い
る
。 

「
擁
壁
の
築
造
の
た
め
に
行
っ
た
地

盤
調
査
報
告
書
だ
っ
た
。
擁
壁
築
造

後
、
盛
り
土
を
1.0
ｍ
か
ら
1.5

m
程
度

行
っ
た
が
、
造
成
地
な
の
で
建
築
計

画
地
の
盛
り
土
の
厚
さ
は
分
か
ら
な

い
」
と
平
然
と
答
え
る
。 

「
人
工
的
に
攪
拌
さ
れ
た
盛
り
土
は

特
性
が
不
明
、
支
持
層
に
は
不
適
切
。

杭
や
柱
状
改
良
な
ど
を
視
野
に
し
た

い
が
支
持
層
深
度
が
分
か
ら
な
い
」
と

申
し
出
た
ら
「
〝
地
盤
は
良
好
〟
と
の

報
告
書
を
得
て
い
る
た
め
建
築
確
認
申

請
上
の
支
障
は
な
い
。
追
加
調
査
費
用

な
ど
出
せ
な
い
」
の
一
点
張
り
。 

 

い
ず
れ
も
似
た
ケ
ー
ス
を
周
り
か
ら
見

聞
き
し
て
お
り
、
上
屋
は
３
次
元
・
立
体

的
に
見
て
も
、
地
下
構
造
は
平
面
的
に
し

か
捉
え
て
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
構
造
設
計
の
現
場
で
経
験
、
感

じ
て
い
る
注
意
点
も
紹
介
し
ま
す
。 

・ 

同
一
敷
地
で
同
じ
業
者
に
Ｓ
Ｓ
試 

 
 
 
 
 
 

 
 

験
と
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
わ
せ
た

の
に
「
別
の
敷
地
の
デ
ー
タ
か
？
」

と
疑
う
ほ
ど
誤
差
の
大
き
い
報
告
が

上
が
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

・ 

新
品
の
ス
ク
リ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
先
端

は
凶
器
の
如
く
鋭
利
。
使
い
ま
わ
し

丸
ま
っ
た
も
の
は
誤
差
が
大
き
く
な

る
た
め
交
換
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

・ 

調
査
作
業
中
、
ロ
ッ
ド
の
垂
直
度
の

チ
ェ
ッ
ク
は
重
要
、
斜
め
に
貫
入
し

て
い
れ
ば
ロ
ッ
ド
に
作
用
す
る
抵
抗

で
誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。 

・ 

本
書
で
は
換
算
Ｎ
値
や
許
容
支
持
力

算
定
式
を
あ
え
て
割
愛
し
ま
し
た
が
、

国
交
省
告
示
第

1113
号
に
示
さ
れ
た
支

持
力
の
算
定
公
式
は
〝
Ｓ
Ｓ
試
験
さ

え
行
え
れ
ば
〟
木
造
２
階
建
て
住
宅

程
度
に
は
充
分
な
〝
支
持
力
値
〟
が

算
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は

沈
下
特
性
が
考
慮
さ
れ
て
な
い
こ
と

か
ら
イ
コ
ー
ル
「
地
盤
の
許
容
応
力

度
（
地
耐
力
）
」
と
は
な
り
ま
せ
ん
。 

・ 

地
盤
調
査
会
社
に
建
築
の
技
術
規
準

を
踏
ま
え
て
い
な
い
〝
考
察
〟
内
容

に
つ
い
て
問
い
質
す
と
「
調
査
で
得
た

事
実
を
報
告
す
る
の
み
、
そ
れ
を
法
令

や
技
術
規
準
に
照
ら
し
判
断
す
る
の

は
建
築
士
責
任
」
と
の
主
張
。 

こ
れ
は
当
然
で
反
論
の
余
地
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
「
消
費
者
、
知
識

不
足
の
建
築
士
は
真
に
受
け
て
し
ま

う
よ
」
と
だ
け
抵
抗
し
ま
し
た
。 

こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
こ
と
を
周
辺
の

構
造
設
計
系
の
方
は
感
じ
て
い
る
よ
う

で
「
Ｓ
Ｓ
試
験
は
安
い
だ
け
」
、
「
信
頼

性
が
乏
し
い
」
等
々
の
悪
態
す
ら
聞
か
れ
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
補
足
程
度
に

し
か
捉
え
て
な
い
よ
う
で
す
。 

簡
易
的
、
誤
差
も
大
き
い
現
実
な
ど
を

踏
ま
え
、
適
切
な
判
断
を
し
て
欲
し
い
と

願
う
ば
か
り
で
す
。 
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先
の
2
月
25
日
に
静
岡
県
富
士
市
の

富
士
市
交
流
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
『
発
注
者

×

受
注
者×

建
築
Ｇ
メ
ン
と
聞
く
欠
陥

住
宅 

回
避
術
。
欠
陥
住
宅
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
〝
今
〟
知
る
べ
き
こ
と
。
』

と
題
し
た
講
演
を 

主
催
： 

公
益
財
団
法
人 

静
岡
県
建
築
士

会 

東
部
ブ
ロ
ッ
ク 

富
士
地
区 

共
催
： 

一
般
社
団
法
人 

富
士
建
築
士
会 

後
援
： 

富
士
市 

で
午
後
2
時
か
ら
4
時
過
ぎ
ま
で
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
建
築
基
準
法
第
一
条
を
示

し
、
読
み
上
げ
ま
し
た
。 

順
次 

① 

欠
陥
住
宅
に
遭
わ
な
い
た
め
に
知
っ

て
お
く
べ
き
こ
と
と
し
て
、
契
約
の

重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。 

② 

民
法
改
正
。
2020
年
の
民
法
改
正
で
、

改
正
前
ま
で
「
瑕
疵
」
と
言
わ
れ
て

い
た
も
の
が
「
契
約
不
適
合
」
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。 

③ 

瑕
疵
概
念
と
瑕
疵
判
定
基
準
に
つ
い

て
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
話
し
、 

最
後
に
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
10
周
年
記

念
事
業
で
ま
と
め
た
欠
陥
建
築
事
例
集

の
中
か
ら
10
例
ほ
ど
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。 

 

建
築
士
の
方
30
名
余
り
、
一
般
消
費
者
の

方
10
名
余
り
、
市
の
職
員
の
方
数
名
に
出

席
い
た
だ
き
、
最
後
ま
で
熱
心
に
聞
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

 

□
2023
年
度
総
会
日
程
の
お
知
ら
せ  

2023
年
度
総
会
は
５
月
20
日
（
土
）
午
後
に

開
催
予
定
で
す
。
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
正
会
員
の
皆
さ
ま
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

ト
ル
コ
の
大
地
震
災
害
か
ら
１
ケ
月

半
が
過
ぎ
た
。
今
月
12
年
を
迎
え
た
東
日

本
大
震
災
を
含
め
、
世
界
で
起
き
た
自
然

災
害
の
中
で
最
大
の
被
害
と
い
う
。
地
震

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ズ
レ
動
い
た
プ
レ
ー
ト

の
距
離
を
聞
く
と
桁
外
れ
の
規
模
だ
。
そ

の
上
に
は
大
都
市
も
あ
っ
た
は
ず
で
被

害
が
拡
大
し
た
の
だ
ろ
う
。
専
門
家
は
崩

れ
行
く
ビ
ル
を
パ
ン
ケ
ー
キ
ク
ラ
ッ
シ

ュ
と
呼
ん
で
い
た
。
映
像
の
限
り
で
は
、

梁
が
細
い
ラ
ー
メ
ン
架
構
ま
た
は
柱
と

柱
が
梁
で
繋
が
れ
て
な
い
フ
ラ
ッ
ト
ス

ラ
ブ
構
造
の
よ
う
見
受
け
ら
れ
た
。 

ト
ル
コ
の
建
築
基
準
は
世
界
で
最
も
厳

し
い
日
本
の
建
築
基
準
に
匹
敵
し
て
い

る
そ
う
だ
が
、
建
築
物
の
安
全
性
に
対
す

る
意
識
や
文
化
の
違
い
な
の
か
、
違
法
建

築
が
横
行
し
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
る
。 

 

現
行
法
令
を
遵
守
し
て
建
て
ら
れ
た
日

本
の
建
築
物
な
ら
ば
あ
の
よ
う
な
壊
れ

方
は
し
な
い
と
は
思
う
が
、
悪
意
は
な
く

と
も
有
資
格
者
、
専
門
家
で
あ
り
な
が
ら

法
令
や
技
術
規
準
を
遵
守
せ
ず
建
築
に

携
わ
れ
ば
他
人
の
命
、
少
な
く
と
も
他
人

の
財
産
を
奪
う
。
こ
れ
は
国
内
も
海
外
も

変
わ
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（
Ｍ
・
Ｓ
） 

 

無料電話相談窓口のご案内 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、当会ウェブサイトの 

「相談員名簿」（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 
 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

 事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

   TEL：0３-６８０５-３７４１ / FAX：0３-６８０５-３７１９ 

   E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

講
演
会
の
報
告 

（
静
岡
県 

富
士
建
築
士
会
主
催
） 

 
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

理
事
長 

大
川
照
夫 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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